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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜入室状況＞
［ユニット移動］
・笹垣　まさ様～東Cユニット5号室→東Bユニット1号室
＜患者様連絡事項＞
・高橋　良美様～スミルスチックの残量無い為、窪田Ｄｒへ報告し1本処方して頂く。
・木村　格治様～便秘時シンラック液の残量無い為、窪田Ｄｒ報告し、3本処方して頂く。
・千葉　恒義様～疥癬疑い。全身の掻き傷多数見られ、オムツ弄りや弄便行為も頻回。13:00主治医へ状態報告しミトン着用で対応の指示あり。又、タベジール(1)2T　2×朝・夕食後　4日分処方(本日夕から服用開始)。栄養スタッフより昼からディスポ食器→普通の食器に変更予定(疥癬疑いにてディスポ食器にしていた経緯あるが、感染対策マニュアル上普通の食器でも可との事)。
・大山　敏子様～深夜帯スタッフより申し送りあり。昨日準夜帯・本日深夜帯通して、転倒して様子は見受けられないが、右肩痛訴え聞かれ、腕が上がらない状態。腫脹・熱感・内出血は見られない。窪田Ｄｒへ報告し、ハップスター1P(７枚入り)処方となる。夫様へ連絡し、明日レントゲン検査施行し再度報告する事で了解されている。13:00主治医へ報告し、明日レントゲン検査(左・右鎖骨)施行の指示あり。
・袴田　将志様～昨日19:00排尿12時間無く、当直医窪田Ｄｒ報告し導尿施行。1225ml排尿確認していたが、以後深夜帯でも排尿が無い。本日9:00再度窪田Drへ報告し導尿指示頂く。導尿施行にて400ml黄褐色尿確認している。指示の点滴はトラブル無く終了。15:30パット内に尿失禁多量にあり、交換行っている。
・江刺家　キヨ様～午前長女様面会あり、面会終了後、長女様より、孫様の亡くなった件については本人に伝えないようにとの依頼あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～身体拘束中。妄想様の発言聞かれているが、対応は落ち着いている。食事は一時上肢・体幹の拘束を解除しているが、粗暴行為や不穏さは無く、朝・昼共に全量摂取されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。スタッフコール時や私物要求時の声高さ、発注や自室の掃除に関する訴えの頻回さはあるが、対面時は落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬　様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放直後にお茶提供しているが、洗面所での飲水行為頻回で早めに開放観察終了し施錠している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。本日より午前・午後2時間ずつ開放時間実施。幻聴・妄想に左右された発言は聞かれず、不穏・他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・千葉　恒義様～全身の掻痒感あり、掻き傷多数。又、弄便行為も続いており、介入にも一時的に拒否・抵抗する場面見られている。主治医よりミトン着用の許可は頂いている。血糖値は朝食前141㎎/dl、昼食前233㎎/dlで経過。
・市沢　修造様～自室分からず、徘徊見られる。時に帰宅要求聞かれるが、説明には了解されている。又、盗食行為も見られる為、食事の際には常時見守り要している。
・松浦　末太郎様～帰宅要求聞かれ、Cユニットのドアをガタガタと揺らす事あり、介入にて一時的に落ち着く事は出来ているが、すぐに同行為繰り返す。
・吉島　知寿子様～終始スタッフへの不満を大声で話している。対面時も不機嫌さあり。他者トラブルは無く経過。
・四戸　水晶様～昨日は日勤帯にて頭痛訴え、ロキソプロフェンＮａ(60)1Ｔ内服するが、以後も頭痛治まらず、大声で叫ぶ等の不穏さあり、一時的にＡユニットで過ごし、1時間程で落ち着き、自室へ戻られた経過あり。本日の午前は頭痛の訴え無いが、14:50頭痛訴え、頓服希望あり、ロキソプロフェンＮａ(60)1T与薬している。表情の冴えなさはあるが、不穏・興奮は無く、対応は落ち着いている。
・夏堀　麗紗様～朝食時に同室者に菓子パンの種類が違った事を指摘され、感情失禁あり。傾聴にて落ち着く事は出来ている。昼食前には鼻出血あり、圧迫止血行っている。以後は悲観的な発言等は無く、同室者との交流見られている。
・高屋敷　良子様～バイタルサイン異常は無く経過も、痰鳴頻回にあり、酸素飽和濃度も一時的に85％へ低下する事あり、吸引施行し酸素飽和濃度96％へ回復している。声掛けにも小声で返答はされるが、活気の無さ見られる。点滴漏れあり、刺し替え行っている。
・下村　慶子様～嘔気・嘔吐やバイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下は無い。点滴トラブル無く施行。顔面等の疼痛は持続しているとの訴えあり。
